
  
 

 

 

 

 
 

 

 
     

梅毒は、感染している人との性的な接触などのよってうつる感染症です。 
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※御意見･御感想をお待ちしています。 

 

 

 

 

HIV、エイズは、現在も年齢を問わず感染者･患者数が 

が増えています。決して過去の病気ではありません。 

当センターでは、世界エイズデーに合わせて夜間検査を 

実施します。 

☆ 検査は無料・匿名で受けられます。予約も不要です。 

☆ 結果は 1週間後に来所していただきお伝えします。 

☆ 正確な結果を出すために、感染の機会があってから３か月以上経過後に受けてください。 

 

 

  

 

11月 8日に、管内の社会福祉施設等の職員を対象に

「感染症対策」と「食中毒対策」の講義や演習を実施

しました。 

  発生時の対応や発生予防、日頃から準備しておくこ

とを確認する機会となりました。これからインフルエ

ンザやノロウィルス感染症が多発する時期です。各施

設でも、連絡体制の確立、嘔吐物の処理方法の研修等

を実施し、発生時に慌てないよう準備しましょう！ 

             

 

   

                                                               

日時 12月 1日（月） 17:30～19:30 

場所 若狭健康福祉センター 

（小浜市四谷町 3-10） 

内容 相談・血液検査 

   （HIV、Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎ｳｲﾙｽ検査） 

 

福井県感染症発生動向調査速報 

（第 40週～第 43週   H28年 10/3～ H28年 10/30） 

2類：結核 9名（1名） 

3類：腸管出血性大腸菌感染症 １名（0名） 

4類：レジオネラ症 4名（0名） 

5類：侵襲性肺炎球菌感染症 1名（0名）、梅毒 4名（0名）、劇症

型溶血性レンサ球菌感染症 1名 （0名） 急性脳炎 1名(0名) 

＊（ ）内は若狭管内の発生 

  女性の梅毒 増加中  

 

  県内のインフルエンザ定点医療機関の平成 28

年第 43週（平成 28年 10月 24日～平成 28年 10

月 30 日）における 1 定点当たりのインフルエン

ザ患者数は 1.66 人となり、流行開始の指標であ

る 1定点あたり 1.0人を上回り、福井県でもイン

フルエンザの流行期に入ったと考えられます。 

   

 

健康危機管理セミナーを開催しました 

12月 1日は世界エイズデーです 

 

インフルエンザ 流行期に入りました 

☆これから寒くなる時期を迎えるこ

とから、流行拡大に注意しましょう！ 

梅毒は、感染している人との性的な接触などによってうつる感染症です。陰部に潰瘍ができたり、

リンパ節の腫れ、全身の発疹などの症状を呈します。進行すると、脳や心臓にも症状が出ることが

あります。梅毒に罹患している人が妊娠すると、早産や死産の原因になったり、胎児に重篤な異常

をきたしたりすることがあります。 

 

 

 

★全国の女性の梅毒感染者届出数は、2010年の 124例か

ら 2015年の 574例へと、5年間で約 5倍に増えました。 

★コンドームの適切な使用によりリスクを減らすことが

できます。 

 


